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第　 1　問

3次関数
y = x3 − cx

のグラフを考える。ただし，cは定数とする。そして，2点 P，Qが，次の条件を満たし
ながら，このグラフ上全体を動くものとする。

（条件）　 Pの x座標は Qの x座標より 1だけ小さい。

このとき，次の問いに答えよ。

(1) 線分 PQの傾きが最小になるときの点 Pの x座標と，傾きの最小値を求めよ。

(2) 線分 PQの傾きが 0となる点 Pが存在するような，cの値の範囲を求めよ。

(3) 線分 PQの中点の x座標と同じ x座標をもつグラフ上の点を Rとする。点 Rにお
けるグラフの接線の傾きは，線分 PQの傾きより常に小さいことを示せ。
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第　 2　問

k，ℓ を自然数とし，座標平面上の点 (k, ℓ) に数 2k−1(2ℓ − 1) を記入する（下図を参
照）。このとき，次の問いに答えよ。

(1) 点 (2, 25)に記入される数を求めよ。

(2) 2008が記入される点の座標を求めよ。

(3) どの自然数も座標平面上のどこかの点に 1回だけ記入される。その理由を書け。

k

ℓ

1 2 4 8

3 6 12 24

5 10 20 40

7 14 28 56
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第　 3　問

2点 A，Bと，その上を動く 1個の石を考える。この石は，時刻 t = 0で点 Aにあり，
その後，次の規則 (a)，(b)にしたがって動く。
各 t = 0, 1, 2, · · · に対して，

(a) 時刻 tに石が点 Aにあれば，時刻 t+ 1に石が点 Aにある確率は 1
3
，点 Bにある

確率は 2
3
である。

(b) 時刻 tに石が点 Bにあれば，時刻 t+ 1に石が点 Bにある確率は 1
3
，点 Aにある

確率は 2
3
である。

いま，nを自然数とし，時刻 t = nにおいて石が点 Aにある確率を pn とするとき，次
の問いに答えよ。

(1) p1 を求めよ。

(2) pn+1 を pn を用いて表せ。

(3) pn を求めよ。
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第　 4　問

x1 = x2 = 1とし，xn (n = 3, 4, · · · )は xn−2 と xn−1 の和を 3で割ったときの余り
であるとして，数列 {xn} (n = 1, 2, · · · )を定める。このとき，次の問いに答えよ。

(1) 数列 {xn}の第 3項から第 12項までのそれぞれの値を，解答用紙にある表の中に
書け。

(2) x346 を求めよ。

(3) Sm =
m∑

n=1
xn とおくとき，Sm ≧ 684を満たす最小の自然数mを求めよ。
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第　 5　問

三角形 OABにおいて，OAを t : (1− t)に内分する点をM，OBを t : (1− t)に内分
する点を Nとする。ただし，tは 0 < t < 1の範囲を動く。そして，線分 ANと BMの
交点を Pとするとき，次の問いに答えよ。

(1)
−−→
MNを −→

OA，−→
OBおよび tを用いて表し，−−→

MNと −→
ABが平行であることを示せ。

(2) s = BM
BP

とするとき，sを tを用いて表し，sのとりうる値の範囲を求めよ。

(3) 三角形 AMP と三角形 OAB の面積比 r =
△AMP
△OAB

を (2) の s を用いて表し，r

の最大値を求めよ。
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